
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

3月議会の日程

2月 15日（火） 本会議（提案説明）

  24（木）、25（金） 本会議（代表質問）

3月 1日（火）～7日（月） 各常任委員会

  18日（金）、 
  22日（火）～24日（木）

  25日（金） 本会議（採決）

野生鳥獣も放置された山も貴重な資源。 
ゲストをお迎えし、地域活性化を考えます。

◎竹内陶子さん（里の案内人）　「野生鳥獣の命をいただき尽くす」 
◎鷹木恵美子さん、信介さん（木²工房kini）　「里山のくるみを活かす」

※市のホームページから中継や録画をご覧いただけます。
 ※定員 30名。先着順です。予約も承ります。

参加費
無料

公
共
の
役
割
を
果
た
し
、
市
民
と
と
も
に
未
来
を
拓
く

春の女神 ギフチョウ（藤野地区牧野にて） 
写真：三宅岳氏
生息地の近くで谷埋め盛り土計画が進行中

（2ページ参照）

コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
1
人
10
万
円

を
給
付
す
る
国
の
事
業
。
颯
爽
の
会
は
、
多
額

の
事
務
費
や
業
務
量
が
増
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
で

は
な
く
、
全
額
現
金
に
す
る
よ
う
、
市
長
に
要

請
し
ま
し
た
。
自
治
体
の
裁
量
が
認
め
ら
れ
、

市
長
は
現
金
給
付
を
表
明
！
こ
れ
で
入
学
や
新

年
度
の
準
備
に
も
間
に
合
い
ま
す
。
国
の
判
断

が
遅
く
、
年
内
の
振
込
は
5
万
円
だ
け
で
、
残

り
の
5
万
円
は
1
月
に
な
り
ま
す
。
国
も
地
方

も
ム
ダ
使
い
は
ご
免
で
す
！（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

コ
ロ
ナ
禍
で
大
切
な
人
と
会
え
ず
、
触
れ

合
う
こ
と
も
で
き
ず
、
辛
く
寂
し
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
人
と
の
楽
し
い
時
間
を
思
い
描
き
な
が
ら

冬
を
乗
り
越
え
、
心
の
春
が
1
日
も
早
く
訪

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
の
説
明
会
は
4
回
の
み
（
各
区
1
回
と
津

久
井
地
区
）。
市
長
が
出
向
き
、
自
ら
説
明

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
が
、
問
題
は
プ

ラ
ン
の
中
身
で
す
。
財
政
主
導
で
歳
入
に
合

わ
せ
て
歳
出
を
抑
制
し
、
自
治
体
運
営
を
持

続
可
能
に
す
る
と
い
う
考
え
方
は
危
険
で
す
。

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
で

一
極
集
中
の
ま
ち
の
あ
り
方
や
働
き
方
が
見

直
さ
れ
る
中
で
、
ま
ず
は
公
共
の
役
割
を
考

え
、
行
政
改
革
の
方
針
を
示
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
や
公
共
施
設
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市

民
と
対
話
す
べ
き
で
す
。　

今
年
も
市
民
目
線
を
忘
れ
ず
活
動
し
ま
す
。

3
月
に
設
置
し
た
百
条
委
員
会
は
、
証
人

喚
問
等
で
会
派
間
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
真

相
究
明
と
現
状
の
打
開
に
は
程
遠
い
状
況
で

す
。
議
会
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
給
付
金
、
現
金
支
給
へ

A
&
A
百
条
委
員
会　

遅
々
と
し
て

進
ま
ず　

3
月
末
ま
で
調
査
期
限
延
長

本会議（一般質問）

新春のつどい 津久井の自然は宝の山

日にち／ 2月12日（土）
 　　　　午後3時〜5時
場　所／ 相模湖交流センター 研修室
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よ
ろ
づ
相
談
い
つ
で
も
お
気
軽
に
！

子
育
て
や
介
護
、生
活
の
困
り
ご
と
や

道
路
や
公
共
施
設
等
の
修
繕
、市
へ
の
要
望
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
ず
は
、

事
務
所（042-682-6301

）に
お
電
話
を
！

H22 H28

緑区

南区
中央区

H29

（万円）

H30 R1 R2

地域活性化交付金の
執行状況（平均額）
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※3年度は1地区あたり、緑区130万円、
　中央区200万円、南区170万円

表②

提案数

21H20 R1 R222 23 24 25 26 27 28 29 30

プレゼン数
採択数

協働事業提案制度 
新規採択事業の推移
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表③

H19 R3

城 山 86 45

津久井 164 145

相模湖 61 39

藤 野 69 34

合 計 380 263

 表①  総合事務所の職員数

 

谷
埋
め
盛
り
土
問
題
浮
上 

山
の
中
に
フ
ッ
ト
サ
ル
場
建
設
?

緑
区
藤
野
地
区
の

牧
野
で
、
谷
を
埋
め
立

て
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
を

建
設
す
る
計
画
が
浮

上
し
、
地
域
住
民
に
不

安
と
驚
き
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
、
か
つ
て
残
土
問
題
で
住

民
生
活
が
脅
か
さ
れ
、
県
が
行
政
代
執
行

（
税
金
に
よ
る
工
事
）
を
行
っ
た
場
所
で
、

度
々
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
市
に

提
出
さ
れ
た

資
料
で
は
、
約

3
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
区
域
内

に
フ
ッ
ト
サ

ル
場
5
面
と

管
理
棟
を
建

設
、
工
期
は

令
和
4
年
7

月
か
ら
の
5

年
間
と
い
う

計
画
に
な
っ

て
い
て
、
運
び
込
ま
れ
る
土
砂
量
や
ダ
ン
プ

等
の
運
行
台
数
は
不
明
と
の
こ
と
で
す
。

土
砂
条
例
の
許
可
は
不
要　

な
ぜ
？　

合
併
後
、
市
の
盛
土
条
例
で
は
、
中
山

間
地
域
の
谷
埋
め
盛
土
に
対
応
で
き
な
い
と

訴
え
、
地
域
住
民
と
職
員
が
何
度
も
協
議
し
、

改
正
案
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
「
相
模
原
市
土
砂
等
の
規
制
に
関
す
る
条

例
（
以
下
、
土
砂
条
例
）」
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
事
業
は
、
土
砂
条
例

の
許
可
は
不
要
と
聞
き
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。

理
由
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
は
都
市
計
画
法
の

「
第
2
種
特
定
工
作
物
」
で
開
発
許
可
の
対

象
と
な
り
、
市
の
開
発
事
業
基
準
条
例
（
以

下
、
開
発
条
例
）
が
適
用
さ
れ
、
他
の
法
令

で
許
認
可
を
受
け
る
埋
立
て
は
、
土
砂
条
例

の
許
可
が
不
要
に
な
る
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

（
仮
称
）
津
久
井
農
場
計
画
も
フ
ッ
ト
サ
ル

場
建
設
も
埋
立
て
行
為
は
同
じ
な
の
に
、
土

地
利
用
の
目
的
で
許
可
が
不
要
に
な
っ
て
し

ま
う
。
理
不
尽
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
砂
条
例
の
許
可
不
要
で
生
じ
る
課
題

都
市
部
の
開
発
は
、
完
成
後
の
土
地
利
用

で
利
益
が
生
ま
れ
る
た
め
、
事
業
中
に
厳
し

く
監
視
し
な
く
て
も
適
切
に
工
事
が
進
め
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
谷

埋
め
盛
土
は
、
土
砂
を
搬
入
さ

え
す
れ
ば
利
益
が
得
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

数
々
の
苦
い
経
験
か
ら
、
土

砂
条
例
で
は
、
万
が
一
に
備
え

て
、
土
砂
量
に
応
じ
た
保
証
金
を
事
前
に
納

め
る
こ
と
、
土
地
所
有
者
は
事
業
中
も
事
業

後
も
土
地
を
適
切
に
管
理
す
る
義
務
を
負
う

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
の

説
明
会
等
も
、
1
0
0
ｍ
以
内
の
住
民
や
自

治
会
を
対
象
と
し
、
自
治
会
と
協
定
を
結
ぶ

努
力
義
務
も
定
め
て
い
ま
す
。
狭
隘
な
生
活

道
路
を
大
型
ダ
ン
プ
が
運
行
し
た
り
、
川
へ

土
砂
が
流
入
し
て
希
少
な
生
物
や
生
態
系
を

壊
し
た
り
す
る
な
ど
、
周
辺
住
民
や
環
境
へ

の
影
響
が
大
き
い
か
ら

で
す
。
一
方
、
開
発
条

例
の
住
民
説
明
は
、
わ
ず

か
20
ｍ
の
範
囲
に
と
ど

ま
り
ま
す
。

県
も
市
も
情
報
共
有
と
連
携
を

市
に
と
っ
て
、
谷
埋
め
盛
り
土
を
伴
う
開

発
事
業
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
質
問
を
通

し
て
、
土
砂
条
例
と
開
発
条
例
の
違
い
や
今

回
の
開
発
事
業
に
係
る
問
題
点
に
つ
い
て
、

市
長
や
職
員
の
み
な
さ
ん
と
認
識
を
共
有
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
開
発
条
例

や
道
路
を
所
管
す
る
都
市
建
設
局
、
土
砂
条

例
や
森
林
、
里
地
里
山
を
所
管
す
る
環
境
経

済
局
、
さ
ら
に
は
、
県
の
土
地
利
用
調
整
条

例
や
森
林
法
を
所
管
す
る
関
係
各
課
が
情
報

を
共
有
し
、
連
携
を
強
化
し
て
、
住
民
生
活

と
環
境
を
守
り
、
市
民
目
線
と
将
来
へ
の
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

強
く
求
め
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
工
事
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
開
発
許
可
に
一
定
の
条
件
を
付
す

な
ど
の
対
応
も
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

発
生
元
が
責
任
を
も
つ
法
の
整
備
を

盛
り
土
問
題
へ
の
対
応
は
、
自
治
体
の
条

例
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
国
は
、
熱
海
の

土
石
流
災
害
を
踏
ま
え
て
、
全
国
の
盛
り
土

の
総
点
検
を
行
い
、
有
識
者
検
討
会
で
新
た

な
法
制
度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
処

理
の
よ
う
に
、
発
生
さ
せ
た
事
業
者
が
最
後

ま
で
責
任
を
持
つ
包
括
的
な
法
整
備
を
切
望

し
ま
す
。

 

市
民
協
働
の
推
進
を 

私
た
ち
の
ま
ち
は
私
た
ち
の
手
で

津
久
井
地
域
で

は
、
高
齢
化
と
人
口

減
少
で
自
治
の
力

が
弱
く
な
っ
て
い
ま

す
。
旧
市
で
は
、
今

後
、
高
齢
者
の
急
増

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
さ
か
ら
、
多
く
の

問
題
を
抱
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
市
が
提
供
で
き
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
財

源
的
に
も
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
面
で
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。
市
民
が
地
域
の
課
題
を
自
分
事

と
捉
え
、
主
体
的
に
解
決
に
取
り
組
み
、
協

働
し
て
い
く
文
化
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
担
え
な
い
も
の

は
区
役
所
が
、
区
役
所
で
担
え
な
い
も
の
は

本
庁
が
補
完
す
る
と
い
う
考
え
方
で
都
市
内

分
権
を
進
め
る
よ
う
促
し
ま
し
た
が
、「
区
役

所
と
各
局
と
の
連
携
強
化
を
図
る
」
と
い
う

答
弁
だ
っ
た
た
め
、
他
自
治
体
の
例
を
挙
げ
、

検
討
を
求
め
ま
し
た
。

区
役
所
等
は
目
的
を
果
た
し
て
い
る
か

区
役
所
は
、「
区
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
と
市
民
と
行
政
の
協
働
を
推
進
す
る

拠
点
」
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、

「
地
域
に
お
け
る
自
主
的
・
自
立
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
促
進
す
る
拠
点
」
と
し
て

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
果
た
さ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
総
合
事
務
所
の
職
員

数
は
、
合
併
直
後
よ
り
減
っ
て
い
ま
す
が（
表

①
）、
そ
れ
自
体
が
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ン
パ
ワ
ー
で
保
障
さ
れ
て
い
た
市
民
サ
ー

ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

市
民
福
祉
が
向
上
し
、
市
民
と
職
員
が
協
働

で
き
て
い
る
か
を
検

証
し
、
設
置
目
的

が
果
た
せ
る
よ

う
、
改
善
を
求
め

ま
し
た
。

区
民
会
議
等
は
多
様
な
意
見
の
反
映
を

新
潟
市
で
は
、
市
長
等
が
重
要
な
施
策
の

決
定
や
変
更
を
し
た
り
、
公
共
施
設
の
設
置

や
廃
止
を
し
た
り
す
る
場
合
、「
区
自
治
協

議
会
」（
本
市
の
区
民

会
議
）
の
意
見
を
聞
か

ね
ば
な
ら
ず
、
協
議
会

は
調
査
や
建
議
（
意
見
の
申
立
て
）
も
行
う

な
ど
、
地
域
代
表
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
委
員
の
選
出
過
程
は
公
表
さ

れ
、
女
性
が
45
％
以
上
、
特
定
の
年
齢
層
に

偏
ら
な
い
、
委
員
の
一
部
は
公
募
等
の
決
ま

り
も
あ
り
ま
す
。

本
市
の
区
民
会
議
や
ま
ち
づ
く
り
会
議
も
、

多
様
な
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。
調
査
し
、
検

討
す
る
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
本
市
の
区

民
会
議
の
現
在
の
女
性
比
率
は
、
緑
区
8
％
、

中
央
区
32
％
、
南
区
40
％
で
す
。

地
域
活
性
化
交
付
金
は
有
効
に
活
用
を

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

め
ざ
し
、
1
地
区
3
0
0
万
円
で
始
ま
っ
た

交
付
金
で
す
が
、
申
請
が
減
っ
て
お
り
、
29

年
度
か
ら
は
2
5
0
万
円
、
今
年
度
は
さ
ら

に
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
②
※
参
照
）。

公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
市
の
事
業
で
は
対
応

が
難
し
い
地
域
課
題
も
、
実
情
に
合
わ
せ
て

住
民
が
工
夫
す
る
こ
と
で
解
決
や
安
心
に
つ

な
が
り
ま
す
。
区
民
会
議
や
ま
ち
づ
く
り
会

議
の
関
わ
り
方
を
見
直
す
な
ど
、
有
効
な
活

用
に
向
け
、
具
体
的
な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

協
働
事
業
提
案
制
度
を
阻
む
要
因
に
は

標
記
制
度
の
提
案
数
、
プ
レ
ゼ
ン
数
、
採

択
数
は
、
ド
ン
ド
ン
下
が
っ
て
い
ま
す
（
表

③
）。
市
民
協
働
推
進
審
議
会
で
は
、
団
体

の
提
案
に
庁
内
の
課
が
対
応
し
に
く
い
等
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
働
を
疎
外
す

る
要
因
を
１
つ
１
つ
な
く
し
て
い
か
な
い
と

協
働
は
進
み
ま
せ
ん
。
予
算
が
な
い
か
ら
と

思
考
停
止
す
る
の
で
は
な
く
、
本
質
的
な
解

決
を
図
る
努
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

12
月
議
会
報
告　

一
般
質
問

フットサル場建設予定地



協
働
推
進
の
た
め　

多
様
な
主
体
が

連
携
・
交
流
で
き
る
環
境
を

市
は
、
S
D
G
s
の
理
念
を
踏
ま
え
、
地

域
課
題
の
解
決
や
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
等
を
「
さ

が
み
は
ら
S
D
G
s
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て

募
集
し
て
い
ま
す
。
12
月
10
日
現
在
の
登
録

数
は
、
5
1
7
（
個
人
事
業
主
も
含
む
）。
多

様
な
主
体
が
協
働
で
き
る
よ
う
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
設
置
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
新
た

な
連
携
を
生
み
出
す
仕
組
み
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
示
板
を
つ
く
り
、
誰
も
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
1
つ
と
し
て
効
果
的
な
仕
組
み

と
な
る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。
今
後
に
期
待
し
ま
す
。

3
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

本
市
の
2
回
目
接

種
率
は
85 .
1
％

（
12
／
23
現
在
）。
3

回
目
接
種
は
、
国
の

指
示
で
「
2
回
目
接

種
か
ら
原
則
8
カ
月
経
過
後
」
で
準
備
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
か
ら
前
倒
し
の

通
知
が
あ
り
、
医
療
従
事
者
や
高
齢
者
施
設

等
の
入
所
者
・
従
事
者
に
は
6
カ
月
経
過
後

に
、
高
齢
者
の
集
団
接
種
は
7
カ
月
経
過
後

に
す
る
な
ど
、
可
能
な
か
ぎ
り
早
め
ら
れ
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
が
確
実
に
届
く
こ
と
と
接
種

体
制
の
構
築
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
気
を
抜

か
ず
に
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

10
万
円
の
子
育
て
臨
時
特
別
給
付
金

申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

現
金
支
給
さ
れ
る
10
万
円
は
（
1
ペ
ー
ジ

参
照
）、
15
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

は
、
児
童
手
当
受
取
口
座
に
自
動
的
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
が
、
16
〜
18
歳
（
平
成
15
年
4

月
2
日
〜
平
成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の

子
ど
も
や
3
月
末
ま
で
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
家
庭
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
の
給
付
金
は
、
子
ど
も
に
で
は
な
く
、

世
帯
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
D
V
や
児
童
虐

待
等
の
事
情
で
家
を
離
れ
て
い
る
子
ど
も
の

元
に
は
届
か
ず
、
自
治
体
の
裁
量
も
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
金
の
バ
ラ
マ
キ
で
は
な

く
、
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
の
た
め
の
基
金

と
し
て
積
み
立
て
、
自
治
体
の
裁
量
に
任
せ

た
方
が
、
き
め
細
や
か
で
効

果
的
に
使
え
ま
す
。
国
の
コ

ロ
ナ
対
応
は
、
ム
リ
、
ム
ダ
、

ム
チ
ャ
が
多
す
ぎ
ま
す
！

実
現
し
ま
し
た
！

渋
滞
緩
和
に
一
工
夫

市
民
か
ら
の
連
絡
で

危
険
木
を
伐
採

プ
レ
ジ
ャ
ー
フ
ォ

レ
ス
ト
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
期
間
中
、

施
設
側
か
ら
の
左
折

車
が
続
き
、
県
道

5
1
7
号
か
ら
国
道
4
1
2
号

へ
出
ら
れ
な
い
と
い
う
声
が
。

職
員
と
津
久
井
警
察
署
員
が
迅

速
に
動
い
て
、
夜
間
の
信
号
時

間
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！事

故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
！
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
で
す
‼

お
す
す
め
の
一
冊

日
本
の
古
き
山
仕
事
は
、
刻
一
刻
と
姿

を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
は
、
貴

重
な
民
俗
学
的
記
録
で
あ
り
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
渾
身
の
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
で
す
。
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のもとよしみ 相模原市議会議員

山
に
生
き
る

三
宅　
岳 （
緑
区
牧
野
在
住
） 

著

山
と
溪
谷
社　
1
7
6
0
円 

SDGsの推進にも
超小型モビリティ（二人乗りEV 車）で 
レンタル事業の実証実験


